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武蔵野大学通信教育部研究紀要『人間学研究論集』

執 筆 要 項

� 2011 年 7 月 7 日
� 改訂　2012 年 5 月 21 日
� 改訂　2013 年 6 月 5 日
� 改訂　2016 年 6 月 27 日
� 改訂　2018 年 3 月 31 日
� 改訂　2018 年 6 月 10 日
� 改訂　2023 年 2 月 15 日
� 改訂　2023 年 6 月 12 日

1 　内容
（1）学術論文
（2）シンポジウムの内容
（3）その他、編集委員会が認めたもの

2 　投稿資格
学術論文に投稿できる者は、以下の者とする。ただし、以下の（4）から（7）までの者は、通信教育部人
間科学部専任教員または兼担教員の推薦を必要とする。
（1）通信教育部人間科学部専任教員
（2）通信教育部人間科学部・人間社会研究科兼担教員
（3）通信教育部人間科学部・人間社会研究科非常勤教員
� （科目担当、スクーリング担当、レポート添削担当、ＴＡ）
（4）大学院通信教育部人間社会研究科研究生
（5）大学院通信教育部人間学研究科／人間社会研究科修了生
（6）通信教育部人間科学部卒業生
（7）その他、編集委員会が認めた者

3 　倫理規定
執筆に際しては他人の著作権の侵害、名誉毀損、データの捏造、人権の侵害等の問題を生じないように充
分に配慮しなければならない。倫理的な配慮が必要とされる学術論文等については、投稿者が所属する機関
等の「倫理審査委員会」で承認を得たものに限り、学術論文等の中において、その旨を明記しなければなら
ない。なお、万一掲載された執筆内容が他者の著作権を侵害したと認められた場合、投稿者がその一切の責
任を負うものとする。
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4 　公開
印刷冊子および、武蔵野大学学術機関リポジトリ上等の電子データとして公開する。
なお、執筆者は武蔵野大学学術機関リポジトリ規程に従い登録の削除申請を行うことができる。

5 　投稿方法
（1）投稿を希望する者は、指定された期日までに所定の「武蔵野大学通信教育部研究紀要申込書」をメール

で提出しなければならない。
（2）原稿は、指定された期日までに所定の書式で作成したデータを提出しなければならない。
（3）査読の結果、掲載が許可された原稿は、指定された期日までに完成原稿のデータを提出しなければなら

ない。

6 　投稿規定
（1）原稿は未発表のものに限る。
（2）原稿は 1人 1編に限る。但し、共同研究に関しては、編集委員会で審議する。
（3）原稿は横書きの和文のみとし、題目に英訳を併記すること。
（4）字数等

①字数
16,000 字（注、図表、写真、その他、を含む）以内を原則とする。
＊書式はＡ 4用紙で、本文 10.5 ポイント、38 字× 38 行とする。
＊図表、写真は適宜文字数に換算する。
＊�図表、写真などが多いため他の原稿と比べて著しく費用がかかる場合、編集委員会は執筆者に負
担を求めることができる。

②用語及び文体等
現代仮名遣いを原則とする。外国語を仮名書きにする場合は、カタカナとする。

③引用
引用や文献の参照については、細かく引用符や注を付け、剽窃を疑われないように細心の注意を払
い、文献一覧のみではなく、引用・参照ページ等を特定できるようにしなければならない。引用書式
については、個々の専門分野の学会誌などで使われているものに従う。
例：［武蔵野太郎　2011］によれば、「●●●●●」と説明されている。
　　＊［武蔵野太郎　2011］の論文名等は、文献一覧に記載する。

④見出し
見出しをつける場合には、章や節は使用せず、アラビア数字（1、2、3等）かローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ等）を使用する。
⑤注
＊注は文末注とする。
＊注番号は 1,2,3 等の上付きとし、複数の注番号を付けてはならない。
　例：【正】●●●●●●●●●●●●●●● 1。
　　　【誤】●●●●●●●●●●●●●●● 1,�4,�7。
＊注は必要最小限にとどめ、多くならないようにする。

⑥要旨
要旨について、学術機関リポジトリでオンラインアクセスができる機会が拡がっていることを鑑み、
掲載しない（提出を求めない）。
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（5）校正
原稿は完成原稿を提出するものとし、校正段階では最小限の字句の訂正にとどめるものとする。校正は原
則として執筆者が行い、校正済みの原稿は、編集委員会が指定した期日までに必ず返却しなければならない。

7 　掲載の採否・順序等
（1）掲載の採否は編集委員から選出された審査委員の査読結果に基づき、編集委員会が決定する。審査委員

の氏名は公表しない。
（2）編集委員会は、原稿の書きなおしを求めることが出来る。
（3）掲載順序などの編集は編集委員会が行う。
（4）査読規程については、別に定める。
（5）執筆者には、紀要 3部を無償で配布する。それ以上の部数を希望する場合は、必要部数をあらかじめ編

集委員会に申し込まなければならない。その場合、超過部数に関わる費用は執筆者の負担とする。

8 　その他
その他の事項については、編集委員会で決定する。

執 筆 要 項
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